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（平成14年小学校・中学校，平成16年高等学校（資料Ａ））

１ 平成10・11年版学習指導要領に基づく
「評価規準の作成，評価方法の工夫改善のための参考資料」

①作成の方法

（２）国立教育政策研究所の取組

・小中学校に準じて，高等学校学習指導要領及び解説に基づき，評価規準を作成
・研究開発の過程において，研究所の示す評価規準案の検証等を行うため，教育

課程研究指定校における研究を実施

（高等学校の例）

（１）平成１２年１２月４日 教育課程審議会答申
「児童生徒の学習と教育課程の実施状況の評価のあり方について」

国立教育政策研究所の教育課程研究センターにおいて，平成１４年度からの学習
指導要領の実施に向け，早急に評価規準，評価方法等の研究開発を進め，参考と
なる指針などを示す必要がある



第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨(A:p.地-1)

１ 教科目標
教科目標は，学習指導要領に示す当該教科の目標を記載

２ 評価の観点及びその趣旨

評価の観点及びその趣旨は，指導要録改善通知で示された当該
教科の評価の観点及びその趣旨を記載

第２編 各教科における評価規準の作成，評価方法の工夫改善

第○章 ○○（教科名）

（地理歴史の例）第２章 地理歴史

第２ 各科目の評価の観点の趣旨（A:p.地-1～）

・学習指導要領及び指導要録改善通知に示された当該教科の評価の観点及び
その趣旨を基に作成

・普通教科は全科目について，職業に関する教科は各分野の基礎的な科目に
ついて作成

（青字：国研の作成部分）

②資料の内容構成

第１編 総説（A:pp.総-1～22）

評価の考え方，資料の構成，留意事項等を詳説



第４ 単元の評価に関する事例（「Ⅱ 世界史Ｂ」の例，A:p.地-90～）

Ⅰ 科目名・単元名
１．単元の目標
２．単元の評価規準
３．指導と評価の計画
４．観点別評価の進め方
５．観点別評価の総括

教育課程研究指定校の実践を基に事例を作成

第３ 必履修科目（原則履修科目）における
内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例（A:p.地-2～）

Ⅰ 科目名（「Ⅱ 世界史Ｂ」の例，A:p.地-21～）

１．目標
学習指導要領に示す当該教科の目標を記載

２．科目の評価の観点・趣旨
（第２を再掲）

３．学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準およびその具体例
・内容のまとまりごとの評価規準は学習指導要領，その具体例は解説

書を基に作成
・内容のまとまりは，教科・科目の特性等に応じて定め，

すべての内容のまとまりを網羅
(「世界史Ｂ」の場合，学習指導要領中項目19まとまり)



新しい評価への深刻な不安・誤解に直面

・負担感

・評価技術への不安
Ex.「客観性」への疑念、評定への総括の方法 など

・参考資料の模倣による主体性の喪失

（３）参考資料のその後

①「こんなものをつくった人間の顔が見たい」

など



（独立行政法人教員研修センターの平成18年度から平成21年度までの
「教職員等中央研修・中堅教員研修」への参加者666名へのアンケートを二井が整理

平成２３年 科研報告書，研究代表者；工藤文三
「高等学校における学習の評価の実態把握と改善に関する研究」より）

②「目標に準拠した評価および観点別評価を実施する際の課題は何か」



２ 平成20・21年版学習指導要領における評価

①目標に準拠した評価による観点別学習状況の評価や評定の着実な実施
→学習評価のあり方を基本的には維持しつつ，その深化を図る

～平成２２年３月２４日 中央教育審議会 初等中等教育分科会
教育課程部会 報告 「児童生徒の学習評価のあり方について」

②従来の評価の枠組みを基盤としつつ，学力の３つの要素を踏まえて評価
の四観点を再整理
→「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」「技能」「知識・理解」に整理

③学校や設置者の創意工夫を生かす現場主義を重視した学習評価の推進,
国や都道府県教育委員会等が，参考となる事例を示すなど，具体的な支
援を充実
→国立教育政策研究所での参考資料作成

④各学校においては，学習評価の妥当性，信頼性を高めるよう努めることが
重要
→「妥当性，信頼性」の強調



⑤高等学校の指導要録

○ 平成13年4月27日初等中等教育局長通知においては，（中略）評定の
みが示され，観点別学習状況の評価の結果は記載すべき事項とはされ
ていない。（中略），大枠のみを示すという基本的な考え方を維持すること
とする。

○ 設置者である都道府県教育委員会等においては，きめの細かい学習
指導の充実と生徒一人一人の学習内容の定着を図るため，指導要録に
おいて観点別学習状況を記載できるようにすることも有効な手段であると
考えられる。その際，併せて，都道府県教育委員会等において，国等が
示す資料を参考にしつつ，評価規準や評価の参考となる具体的な事例を
示すなど，学校の支援に努めることが重要である。



（平成23年小学校・中学校，平成24年高等学校 （資料Ｂ））

３ 平成20・21年版学習指導要領に基づく
「評価規準の作成、評価方法等の工夫改善 のための参考資料」

②改善点
A)負担感や円滑に実施できていない点についての対応
・効果的・効率的な評価事例の提示（評価時期や評価方法についての配慮）
・「思考・判断・表現」「関心・意欲・態度」の観点の評価事例の提示

B)各学校には評価規準を設定する役割があることを明確にすること
C)その他
・各学校，各教員が手に取り，観点別評価に取り組んでみようと思うような資料
・観点別評価の必要性やメリット，指導と評価の一体化について

分かりやすくコンパクトに解説
・各教科科目の事例は細かくなりすぎないように配慮し，

観点別評価の大まかな流れを提示

（１）国立教育政策研究所の取組

①作成の方針
○目標に準拠した評価による観点別学習状況の評価や評定の着実な実施
○学力の重要な要素を示した平成20・21年版学習指導要領等の趣旨の反映
○学校や設置者の創意工夫を生かす現場主義を重視した学力評価の推進
○平成10･11年版学習指導要領に対応した参考資料を基にしつつ，改善

（高等学校の例）



第１編 総説（B:p.5～）

・手にとって，
取り組んでみようと思うような資料

・必要性やメリットの伝わる資料

Ｑ&Ａ形式で整理



第２編 ○○科における評価規準の作成，評価方法の工夫改善
第２編 地理歴史科における評価規準の作成，評価方法の工夫改善

第１章 教科目標，評価の観点及びその趣旨（B:p.23）

１ 教科目標

２ 評価の観点及びその趣旨

通知より

指導要領より

（地理歴史の例，B:p.23～）



第２章 世界史Ｂ（世界史Ｂの例，B:p.25）

１ 目標

２ 評価の観点の趣旨

３ 内容のまとまり

指導要領より

学習指導要領，
通知，解説書より

国研で作成

世界史Ｂでは学習指導要領の大項目を内容のまとまりとすることを明示



４．学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの
評価規準に盛り込むべき事項及び評価規準の設定例

内容のまとまりごとに項目立て
（世界史Ｂは内容のまとまりを学習指導要領
の大項目として設定。例として「(4)諸地域
世界の結合と変容」についてここで示す。

B:pp.32-33）

学習指導要領，
通知，解説書より国研で作成

各学校での作成を強調

（B:p.26～）

(4)諸地域世界の結合と変容（B:p.32）



学習指導要領，
通知，解説書より国研で例示

設定例であることを強調
内容のまとまりを

大項目として提示



５．評価に関する事例（B:pp.37-38）

(1)世界史における観点別評価について

(2)評価規準の設定について
事例の見方にも言及

円滑な評価方法への改善を提案



事例（B:pp.39-47）

学習指導要領，解説書，協力者の
実践等をもとに国研で例示



協力者の実践等をもとに国研で作成

評価場面の精選を視覚化



協力者の実践等をもとに国研で作成

（４）観点別評価の進め方

（５）観点別評価の総括

協力者の実践等をもとに国研で作成

４観点それぞれの評価方法，
評価の負担感の削減の工夫,
評定への総括方法等について

の提案



①“観点別評価”
の実施状況

～平成２９年度文部科学省委託調査報告書
「学習指導と学習評価に対する意識調査報告書」より

４ 平成20・21 年版学習指導要領のもとでの評価の状況

・高等学校での
実施に課題

・「関心・意欲・態度」
→「思考・判断・表現」
→「技能」
→「知識・理解」の

順に課題



②「目標に準拠した評価および観点別評価は円滑に実施できているか」

・H21年調査と比べ、改善が見られるが、
「関心・意欲・態度」「思考・判断・表現」は依然として課題

・高等学校は小中学校よりも全体的に低調

※各項目について、それぞれ「そう思う」を＋2、「まあそう思う」を＋1、「あまりそう思わない」を－1、
「そう思わない」を－2 として回答を評点化した上で、項目ごとに平均値を算出した。



③「高等学校・観点別学習状況の評価の実施状況」

・H21年調査と比べ、指導要録や通信簿への観点別学習状況評価の記録は
増えてはいるが，一割余りの状況

※「個別の授業の組み立てにおいて、観点に配慮した指導を行っている」という
項目は今年度調査でのみたずねており、過年度調査では扱っていない。
※過年度調査では「無回答」が別途集計されている点には留意が必要である。



５ おわりに

・カリキュラム・マネジメントにおける要石としての重要性の強調

・研修資料等での活用にとどまらない
国研の「参考資料」の利用

・年間指導計画を前提とした評価箇所の整理
→指導内容と評価内容，および評価場面（回数）や手法の適正化


